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「国際共生」概念の積極的な意義について

佐々木寛（新潟国際情報大学）

はじめに一「3・11」によって明るみになった次元について

1． r国際共生」概念と比較すべき他の概念

Intemationa1Coexistence．（国際共存） ex冷戦期「共産主義との共存」

Intemat1ona1A駅eement （国際同意） cf treaty（条約），prot㏄o1（協定），covenant（盟約）

Intemationa1Cooramat1on（国際調整） eK「国連人道間題調整事務所」（0CHA）

Intemationa1Cooperation＊（国際協調・国際協力・国際協働）cf競争・覇権・単独行動主義

          e凡。ooperat1ve secur1ty r協調的安全保障」，r日本国際協力機構」（Jエ9A）

IntematIona1Partnersh1p／Co11aborat1on（国際協働・国際共同） 共通の目的。機能的役割分担。

Intemat1ona1Ass1stance／Aid／Suppo廿 （国際協力・国際支援）

～ 「国際共生」概念におけるアクターの多元性と包括性～

2．2つの『共生」（kyose1）概念一〈Symbiosis〉と〈Con㎡㎡汕ty＞

※「共生」＝①「二種の違った生物が一緒に住むこと」  （『新明解国語辞典』）

      ②「生あるものは、互いに、その存在を認め合って、ともに生きるべきこと」

●Symb1os1s  “共棲” 共通の「危機」の認識

●Convivia此y  “共歓’’“協生”  「自律的で創造的な関わり合い（I．イリイチ）

          「周辺」からの視点

3．東アジアにおけるr国際共生」の条件 〈危機〉から「共生」へ

I．植民地主義と歴史認識問題・冷戦構造の残存と体制問題・アメリカの東アジア政策と軍事化

■．リスク共同体としての東アジア・エネルギー間題と東アジア・経済共同体としての東アジア

皿．ネオ・リベラリズムを越えて・越境するローカルな「市民社会」・多元的地域主義（多文化共生）
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◆ケース・スタディ①：東アジアの領土問題を考える

◆ケース・スタディ②：東アジアの核問題を考える

おわりに一生きとし生けるもののr共生」

人間や環境が織りなす〈総体＞としての歴史の次元（Eブローデル）
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